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分散系の調製は PE 微粒子に Ceridust®3620 と

FLO-BEADS (HE-3040)の 2 種類を用い、溶媒

に は ジ エ チ ル フ タ レ ー ト （ Diethyl 

phthalate:DEP）を用いた。PE 微粒子分散系の

混合比率は PE:DEP=40:60(wt%)とし、SCCBC

は PE 微粒子に対して変化させた。 

［結果と考察］ 

Fig.1(a)には Ceridust®3620 を用いた PE 微粒

子分散系のせん断速度の温度変化を示す。 

35℃から 55℃の間では original に対して粘度

が 2 ケタ以上低下しており、SCCBC を添加す

ることにより分散効果が現れることがわかる。

その後、温度が上昇すると 65℃付近で粘度が

増加し始め、75℃と 85℃では original とほぼ

同程度まで粘度が増加している。このように

Ceridust®3620 を用いた PE 微粒子分散系では

良好な TR 流体機能が現れている。 

 次に Fig.1(b)には FLO-BEADS (HE-3040)を

用いた PE 微粒子分散系のせん断速度の温度

変化を示す。図から明らかなように、この分

散系では TR 効果はうまく現れなかった。 

Fig.2 は Ceridust®3620 と FLO-BEADS 

(HE-3040)のせん断速度 0.1sec-1 および角周波

数 0.1rad·sec-1 におけるせん断粘度および複素

粘度の温度依存性を示したものである。 

Fig.2(a)は温度上昇とともに粘度が増加し

60℃から 70℃付近で 1 ケタ程度の粘度変化が

起こり 75℃付近では original とほぼ同粘度ま

で増加している。Fig.2(b)は対照的に温度上昇

とともに粘度が低下し、75℃で最も粘度が減

少している。 

［結論］ 

 今回 2 種類の PE を用いて比較したが

Ceridust®3620 では良好な分散効果と TR 流体

機能が見られた。しかし、 FLO-BEADS 

(HE-3040)では TR 流体機能は現れなかった。

改善方法としては PE 微粒子分散系の調製方

法を変化されるなどがあり、今後検討してい

く。 
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Fig.1 Temperature and shear rate dependence of viscosity of 1wt% SCCBC PE particle dispersion : 
(a) Ceridust

Fig.2 Temperature dependence of viscosity and complex 
rad·sec

Fig.1 Temperature and shear rate dependence of viscosity of 1wt% SCCBC PE particle dispersion : 
(a) Ceridust®3620 : (b)

Fig.2 Temperature dependence of viscosity and complex 
rad·sec-1 frequency.  (a)

Fig.1 Temperature and shear rate dependence of viscosity of 1wt% SCCBC PE particle dispersion : 
3620 : (b) FLO-BEADS 

Fig.2 Temperature dependence of viscosity and complex 
frequency.  (a) Ceridust

Fig.1 Temperature and shear rate dependence of viscosity of 1wt% SCCBC PE particle dispersion : 
BEADS (HE-3040

(a) 

Fig.2 Temperature dependence of viscosity and complex 
Ceridust®3620 : (b) FLO

(a) 
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